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　バイエル薬品は、昨年に制定された『世界血栓症デー』（毎年
10月13日）の設立グローバルパートナーとして、エコノミー
クラス症候群として知られる静脈血栓塞栓症の理解・認知を広
める目的で、2015年10月13日に東京駅構内八重洲中央コン
コースにて、疾患啓発イベント「血栓症予防ラボ」を開催した。
　ロボットのいる近未来のラボをイメージしたブースでは、1
日所長を務めた振付師のラッキィ池田さんが、「NAO」と一緒

に静脈血栓塞栓症予防につながるオリジナルエクササイズを会
場の皆さんと行った。とかく固くとらえがちな疾患啓発イベン
トにおいても、愛らしい「NAO」の呼びかけや仕草に、小さな
子どもからご年配の方まで多くの方が立ち止まって積極的に参
加してくださり、たくさんのコミュニケーションをとることが
できた。

　バイエルの社員が講師や実験アシスタントとなり科学の面白
さを伝える活動として、2003年から小学生を対象に毎年行わ
れている「わくわく実験びっくり箱」。楽しい実験を通して「な
ぜ」「どうして」という、子どもたちに本来備わっている好奇心
を高め、科学の理解力向上に役立てることを目的としている。
　2015年11月5日、長野県・長野市立真島小学校で開講され
た「わくわく実験びっくり箱」では「NAO」が講師アシスタント
として参加。「～パンの発酵やにんじんロケットに学ぶ～　身近
にひそむ酵素とそのはたらき」がテーマの実験教室で、子どもた
ちの理科への関心を引くためにナビゲーターとして活躍した。

…自立型ヒューマノイドロボット「NAO」とは…
イベントキャラクターとして参加した「NAO」は、フランスのアルデバラン・ロ
ボティクス社が開発した自立型ヒューマノイド（人型）ロボット。多くのセンサー
とカメラ、マイクを内蔵、19カ国語を操り、さらに人の顔や感情も認識できる
先端技術を持つ。

静脈血栓塞栓症（エコノミークラス症候群）啓発イベント
「血栓症予防ラボ」

体験・質問型の理科実験教室「わくわく実験びっくり箱」

Raising awareness about venous thromboembolism (economy class syndrome) in Tokyo

Making Science Make Sense, Bayer’s hands-on science lessons in Nagano

ヒューマノイドロボット「NAO」が登場！

ロボット起用で
イノベーティブなイベントを実施
NAO the robot helps Bayer to highlight its spirit of innovation at events

ヒューマノイドロボット「NAO」が登場！

ロボット起用で
イノベーティブなイベントを実施

ヒューマノイドロボット「NAO」が登場！

ロボット起用で
イノベーティブなイベントを実施

今回の自立型ヒューマノイドロボット「NAO（ナオ）」の登場は、
イノベーションを重視するバイエルが最先端ロボット技術をイベントに取り入れた初の試み。
疾患啓発イベント「血栓症予防ラボ」や小学校を訪問する「わくわく実験びっくり箱」で、
イベントの盛り上げに大きく貢献した。

Recently, Bayer in Japan has used the humanoid robot NAO to help liven up outreach activities such as
disease awareness events "Thrombosis Prevention Laboratory" and
Making Sciense Make Sence school visits.

静脈血栓塞栓症について理解を深めるクイズラリーを実施。「NAO」が
担当する答え合わせには行列が。

講師はバイエルの社員が務める。「NAO」の自己紹介
では『ようかい体操第一』も披露された。

「パンの発酵実験」「酵素によるでんぷん消化実験」「酵素と
オキシドールの反応実験」などを実施。子どもたちの科学へ
の興味と理解を深め、生活に身近なものを使って楽しく理科
実験が行われた。

「にんじんロケットの実験」。すりおろした
にんじんとオキシドールをフィルムケー
スに入れるとケースが高く跳ね上がり、
体育館は子どもたちの歓声に包まれた。

静脈血栓塞栓症をわかりやすく解説したパネ
ル展示に加え、小冊子も配布。

ラッキィ池田さん考案のオリジナルエクササイズ！
（エクササイズ動画 http://www.kessensho.net/ja/home/movie/taisou.php）

日本血栓止血学会理事長・尾崎由基男先生（写真・左）とバイエル薬品・早崎剛典氏（医
学博士）による、静脈血栓塞栓症の発症リスクや予防についてのミニレクチャー！

「わくわく実験びっくり箱2015」 訪問した小学校と講師の声は次ページで紹介⇒

パン生地が
ふくらんでいるのを
確認できたかな?!
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Kids heap praise on MSMS as a fun learning experience

Doing fun science experiments with kids, using everyday items

子どもたちからは「参加して面白かった！」の感想がたくさん寄せられた

子どもたちと一緒に生活に身近なものを使って楽しく理科実験

わくわく実験びっくり箱2015

MSMS 2015: Schoolkids in Nagano, Yamanashi and Kagoshima
learn about enzymes and fermentation in fun science experiments
with everyday items

エンプロイヤー・ブランド
「未来を動かす意志はあるか」

　害虫駆除や緑化製品の開発部長として、メンバーには前向きな気持ちで
仕事に取り組んでもらうよう心がけています。開発業務は、市場からの要
望や課題に対して、新製品としてカタチにするだけでなく、解決に向けた
サービスの提案をするケースも多くあります。また長期プランの中、新し
い視点やアイデアを加えていくことも重要。このため顧客との直接対話を
大切にし、さまざまな分野とのネットワークを広げ、常に付加価値の提供
を意識し、実践しています。
　アイデアを吸い取り、失敗を恐れずにチャレンジしていける環境はバイ
エルの良いところだと思っています。ライフサイエンス分野に特化し、さ
らに結束していくこれからのバイエルにも期待しています。

　MR※として、大学病院で医師の診療に役立つよう、さまざまな情報を収
集、患者さんに貢献できるような質の高い提案をしています。責任の大き
さが仕事へのモチベーションとなり、アイデアを生み出す原動力になって
います。大学病院は全国でも数が限られており、同じような状況での担当
者同士のつながりは貴重。成功の可能性を高くするために、できる限り
チームで同じ方向へ動けるよう意識し、数多くの選択肢を持ちつつ、一番
良い選択をするために協力は欠かせません。
　今はまだMRとして現場で医療とかかわりたいと考えていますが、将来
的には医療に携わるバイエルの一企業人として、MR以外の立場で医療に
対して貢献できる仕事もしてみたいと考えています。
※MR(Medical Representative)：医薬情報担当者

　コンプライアンスを担当し「法律上もしくは業界ルール上、問題なくビ
ジネスを進めるにはどうしたらいいか」といった相談にも対応していま
す。最近ではチーム全員で、社員のコンプライアンス体制を強化するICM
（Integrated Compliance Management）プロジェクトを推進してい
ます。意外だったことは、このプロジェクトに対して社員の皆さんが想像
以上に協力的だったこと。すでにコンプライアンスに対する意識が高く、
主体的に参加してくださってスムーズに運んでいます。
　バイエルは自分の仕事が人の役に立っていることを直接的に感じられる
企業です。コンプライアンスを「規制」としてではなく、ビジネスを行っ
ていくうえでの「大前提」として認識し、一歩先のものの考え方ができる
環境が、バイエルには整っていると思います。

私のオススメ書籍

私のオススメ書籍

『NASAより宇宙に近い町工場』
植松  努：ディスカヴァー・トゥエンティワン刊

『海辺のカフカ（上）（下）』
村上春樹：新潮社刊

夢を持ち、工夫して「よりよく」を求めることの大切さ。娘の課題図書が
きっかけで手にとりましたが、いろいろ大事なことを学びました。

ひとりの少年が未来を生きていく勇気を身につけて
いく過程を物語にした村上春樹さんの小説。

チャレンジと成功の積み重ねを
協力しあいながら増やしていきたい

成長するバイエルでは、
イノベーションと情熱が大切

誰かの役に立っていることが
実感しやすい社風が特長

チャレンジできる社風と
率直な意見交換ができる
幅広い分野での仲間の存在

自分らしく仕事ができる環境があり、
感覚に従ってそれを実践できているから

社員みんなが、患者さん、ビジネス
パートナー、ほかの社員を大切にし、
自分さえよければいいという人がいない

私がバイエルで働く理由

私がバイエルで働く理由

私がバイエルで働く理由

バイエル/レポート

CATCH
The
NOW

PASSION TO INNOVATE｜POWER TO CHANGE
革新への情熱を持つあなたへ 未来を変えていく力を

革新への情熱を持つ社員と将来の社員に向けて、バイエルの姿勢を表明するエン
プロイヤー・ブランド。今回は、4つの誓約をベースに社員からの声を聞く連載のシ
リーズ第2回。「バイエルでは社員一人ひとりが、先駆的なアイデアで人々の人生
を変えたいという情熱を持つ人たちとともに、協力しあいながらやりがいのある
仕事に携わることができる」がテーマである。

Employer Brand, Vol. 2: Motivated to Make an Impact?

バイエル クロップサイエンス株式会社
エンバイロサイエンス事業本部 開発部

山本英樹

バイエル薬品株式会社
循環器領域事業部
営業/東京エリア/第5営業所

柴原達夫

バイエル ホールディング株式会社
法務・特許・コンプライアンス
コンプライアンス

坂本公美

Bayer’s Employer Brand promises you inspiring work with people who share your 
passion to turn pioneering ideas into life-changing solutions.

連載  Vol.2～パンの発酵やにんじんロケットに学ぶ～
身近にひそむ酵素とそのはたらき

長野・山梨・鹿児島
レポート!!

長野県・長野市立真島小学校11月5日
「実験の数が多すぎるかな、と思ってい
ましたが、子どもたちの反応が良く、充
実した授業でした。もっと多くの社員に
サポートスタッフとして参加してもら
い、訪問の回数を増やしてもいいのでは
ないかと思いました」

坂田和哉
バイエル ホールディング株式会社
インフォメーションテクノロジー

山梨県・甲府市立北新小学校11月11日
「次々とテンポ良く実験を進めていくの
で、飽きさせないプログラムになってい
ます。広い体育館で実施した『にんじん
ロケット』は大盛り上がり。バイエルの
イベントとしての意義や重要性を実感す
ることもできました」

平田裕彦
バイエル薬品株式会社
動物用薬品事業部 / 開発・薬事

鹿児島県・姶
あ い

良
ら

市立竜門小学校11月19日
「子どもたちに科学への興味を持っても
らう『わくわく実験びっくり箱』のテー
マには非常に共感できました。子どもた
ちが楽しそうに実験する姿を見て、鹿児
島まで行ったかいがあり、大満足の一日
でした」

北口智基
バイエル ホールディング株式会社
経営企画

酵素を入れるとパン生地が

ふくらんだことに驚きました！

どうしてだろう？

にんじんとオキシドールで

フィルムケースがあれだけ

高く飛んだので、ほかのモノにしたら

どうなるんだろう？

また機会があれば、ほかの実験を

もっとやってみたいです！

パン生地は1日待っていたら

どのくらいふくらむのか

知りたくなりました！

理科は苦手だったけど、

今日の授業は楽しくて

理科が好きになりました！

身の回りにあるもので、

いろいろなことができるのは

スゴイ！

「にんじんロケット」は

家でもやりたいと思いました！

ほかに酵素を含んだものが

何かをもっと知りたい！

講師

講師

講師
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